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主　な　内　容
いつまでも
　 １月２日、１８名の新成人が大人の仲間入りをし
ました。
　震災でこの日を迎えることが出来なかった吉田裕
紀さんの分まで頑張ろうと誓いを新たにしました。
　（詳しくは、４～５ページに掲載）
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先
行
除
染
事
業

み
ど
り
荘
と
中
学
校
の

除
染
が
完
了
し
ま
し
た

　

国
に
よ
る
本
格
除
染
が
今
年
の
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

本
格
除
染
に
先
立
ち
、
除
染
作
業
の
効
果
を
検
証
す
る
意
味
も

兼
ね
て
、
先
行
除
染
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
せ
せ
ら
ぎ
荘
」
に
続
き
「
み
ど
り
荘
」
と
「
中
学
校
」
エ
リ

ア
の
除
染
も
完
了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

み
ど
り
荘
周
辺
と
葛
尾
中
学
校
周
辺
の
全
て
の
計
測
点
に
お
い

て
、
除
染
後
の
線
量
率
が
低
下
し
、
平
均
低
下
率
は
50
％
前
後
で

し
た
。

　

被
ば
く
に
影
響
す
る
線
量
率
と
表
面
汚
染
密
度
の
間
に
は
強
い

相
関
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
除
染
対
象
で
あ
る
屋
根
、
草
地
、
森
林
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、

砕
石
・
砂
利
に
分
類
し
て
比
較
す
る
と
、
屋
根
は
も
と
も
と
汚
染

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
除
染
の
効
果
は
ほ
か
よ
り
も
小
さ
く
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
表
面
汚
染
密
度
が
高
い
割
に

は
線
量
率
が
草
地
、
森
林
、
採
石
・
砂
利
よ
り
も
低
め
で
し
た
。

　

ま
た
、
表
面
を
除
去
し
た
砕
石
・
砂
利
の
除
染
効
果
は
最
も
大

き
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

放射線濃度　除染前と除染後の結果

※１　 表面汚染密度とは、 単位面積当たりの放射能のこと。 表面汚染の測定法としては、 直接法と間接法とがある。 直接測
定法はサーベイ法ともいい、 対象物表面を直接、 汚染検査用サーベイメータで走査しながら測定する方法であり、 遊
離性と固着性汚染の和で、 全汚染量の測定ができる。

※２　低減率＝（事前－事後）/事前。各測定点の平均値をとったもの。

対
象
エ
リ
ア

除
染
対
象

除
染
方
法

測
定
点
数

除染前（平均値） 除染後（平均値） 低減率（平均値）

備　　考空間線量
表面汚
染密度
※１

空間線量 表面汚
染密度 空間線量 表面汚

染密度

( μ SV/ ｈ ) （cpm） ( μ SV/ ｈ ) （cpm） (％ ) (％ )
1 ｍ 1cm 1cm 1 ｍ 1cm 1cm 1 ｍ 1cm 1cm

み　

ど　

り　

荘

屋根
（金属）

高圧
洗浄 20 0.56 0.37 307 0.36 0.24 232 35.7 35.1 24.4 降雨・降雪により、既に線量低減

屋根
（瓦）

高圧
洗浄 9 0.71 0.89 1,555 0.53 0.49 772 25.4 44.9 50.4 金属製の屋根に比べ線量は高い

外壁
（木材）

高圧
洗浄 8 － 0.28 188 － 0.12 103 － 57.1 45.2 外壁自体 元々ほとんど汚染されていない状態周辺線量の低下ににより、事後の値が低減

外壁
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

高圧
洗浄 33 － 0.18 188 － 0.1 106 － 44.4 43.6 　　〃

外壁
（石材）

高圧
洗浄 5 － 0.25 720 － 0.12 138 － 52.0 80.8 　　〃

外壁
（ガラス窓）

高圧
洗浄 5 － 0.2 141 － 0.1 89 － 50.0 36.9 　　〃

ｲﾝﾀｰ
ﾛｯｷﾝｸﾞ

高圧
洗浄 17 1.62 2.66 3,609 0.7 0.95 977 56.8 64.3 72.9 高圧洗浄により、線量は 50％以上低減

ｱｽﾌｧﾙﾄ 高圧洗浄 83 1.29 1.54 3,135 0.6 0.59 1,092 53.5 61.7 65.2 　　〃
コンク
リート

高圧
洗浄 28 1.4 1.58 4,476 0.58 0.55 954 58.6 65.2 78.7 　　〃

岩石 高圧
洗浄 4 1.33 1.55 3,483 0.69 0.82 1,275 48.1 47.1 63.4 高圧洗浄により、線量は 50％程度低減

砕石 撤去・
新敷 15 1.69 2.43 1,779 0.53 0.45 254 68.6 81.5 85.7 砕石入換により表面線量は 80％以上低減

草地
（法面）

表土
剥ぎ 96 1.88 2.61 1,960 0.97 1.11 644 48.4 57.5 67.1 表土剥ぎ取りにより線量は 50％程度低減

草地
（平地）

表土
剥ぎ 75 1.69 2.38 2,176 0.98 1.17 743 42.0 50.8 65.9 　　〃

森林 堆積物
除去 85 1.96 2.6 1,724 1.11 1.29 809 43.4 50.4 53.1 表土までは除去していないことから、草地等と比較して線量は高め

中　

学　

校

屋根
（金属）

高圧
洗浄 15 0.62 0.56 309 0.47 0.41 222 24.2 26.8 28.2 降雨・降雪により、既に線量が低減

外壁
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

高圧
洗浄 16 － 0.16 145 － 0.09 100 － 43.8 31.0 外壁自体 元々ほとんど汚染されていない状態周辺線量の低下ににより、事後の値が低減

ｱｽﾌｧﾙﾄ 高圧洗浄 48 1.35 1.83 3,398 0.63 0.63 756 53.3 65.6 77.8 高圧洗浄により、線量は 50 ～ 70％程度低減
コンク
リート

高圧
洗浄 6 0.91 1.04 2,408 0.49 0.52 750 46.2 50.0 68.9 　　〃

砕石・
砂利

撤去・
新敷 43 1.71 2.12 1,386 0.44 0.44 261 74.3 79.2 81.2 砕石入換えにより、線量は 80％程度低減

草地
（法面）

堆積物
除去 38 1.86 2.51 2,232 0.99 1.17 792 46.8 53.4 64.5 表土剥ぎ取りにより線量は 50％程度低減

校庭・
草地

堆積物
除去 30 1.64 2.25 1,717 0.6 0.65 396 63.4 71.1 76.9 表土剥ぎ取り・砕石入替により、線量は70％程度低減

森林 堆積物
除去 37 1.59 2.15 1,409 1.04 1.29 783 34.6 40.0 44.4 表土までは除去していないことから、草地等と比較して線量は高めで低減率も低い

中学校エリアの地上 1.0mにおける除染前後の空間線量率のメッシュ図
単位：μ Sv/ ｈ

除染前 除染後

除染実証試験実施施設における放射線量の推移

＊除染を実施した箇所における放射線量の変化を定期的に測定することとする。

調査箇所 詳細ポイント μ Sv/h（１ｍ） μ Sv/h（１ｍ）
除染前 除染直後 9/11 10/1 11/9 12/18

村営住宅

新西ノ内団地
15号棟

玄関

1.22～2.28
（平均1.74）

0.91～2.20
（平均1.34）

0.72 0.74 0.68 0.68
南西角 0.64 0.72 0.88 0.71
南東角 0.81 0.75 0.74 0.71
北東角 0.86 0.83 0.78 0.81
北西角 0.91 0.86 0.96 0.94

村営住宅
公園

ブランコ下 0.81 0.82 0.72 0.73
回転遊具脇 0.85 0.86 0.81 0.85
滑り台下 0.85 0.77 0.81 0.75

小学校
校庭中央

0.76～1.75
（平均1.51）

0.46～1.29
（平均0.75）

0.35 0.37 0.35 0.32
校庭鉄棒脇 0.91 0.82 0.78 0.84
校庭遊歩道入口 0.50 0.50 0.52 0.50

幼稚園 園庭入口 0.48 0.42 0.41 0.41
園庭中央 0.29 0.28 0.26 0.24

せせらぎ荘

駐車場中央 2.04 0.92 1.18 1.00 1.01 1.01
前庭西（ﾔﾏﾎﾞｳｼ） 2.42 0.88 0.80 0.83 0.78 0.75
前庭中央（なら） 1.98 0.65 0.50 0.58 0.61 0.51
東側中央 1.69 0.71 0.71 0.66 0.63 0.61

みどり荘 中学校
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成
人
式
が
1
月
２
日
、
三
春
町

の
ホ
テ
ル
八
文
字
屋
で
開
か
れ
、

対
象
18
名
の
う
ち
、
17
名
が
県
内

外
か
ら
集
ま
り
、
新
成
人
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
震
災
の
犠
牲

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
村

長
か
ら
一
人
一
人
に
成
人
証
書
が

手
渡
さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

困
難
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
う

が
、
諦
め
ず
勇
気
を
持
っ
て
立
ち

向
か
っ
て
ほ
し
い
。
村
に
関
心
を

持
ち
続
け
、
故
郷
の
た
め
、
自
身

の
た
め
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
本
田
健

悟
さ
ん
（
落
合
）
が
「
震
災
と
故

郷
を
忘
れ
ず
、
被
災
さ
れ
た
方
の

希
望
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。」
と
力
強
い
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
行
方

不
明
に
な
っ
た
同
級
生
の
吉
田
裕

紀
さ
ん
も
一
緒
に
晴
れ
の
日
を
迎

え
よ
う
と
、
同
級
生
が
遺
影
を
抱

き
、
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、「
裕
紀
君
の

分
ま
で
今
を
大
切
に
生
き
て
い
き

た
い
、
力
を
合
わ
せ
て
村
の
復
興

の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
」
と
心

に
誓
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
こ
と
ば

　

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
、
こ
の

よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
共
成
人
者
に
対
し
、
村

長
さ
ん
を
初
め
、
皆
さ
ま
方
の
激
励

の
お
言
葉
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
、
成
人
証
書
を
手
に
し
成
人

と
し
て
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
い

た
18
名
を
代
表
し
、
一
言
御
礼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
震
災
の
影
響
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
先
で
の
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
り
、
お
の
お
の
が
違
う
環
境

に
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
私
は
そ
の
慣
れ
を
怖
く

感
じ
ま
す
。
あ
の
震
災
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
故
郷
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の

希
望
に
な
れ
る
よ
う
、
立
派
な
大
人

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
あ
り
な
が
ら
、
私
達
の
た
め
に
ご

尽
力
頂
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
、
謝
辞
と
い
た
し

ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　

平
成
25
年
1
月
2
日

　
　
　

新
成
人
代
表　

本
田　

健
悟

平成２５年　葛尾村成人式

友を思い復興誓う

『いま、村に望むこと』
ふるさとへの想い

村
が
発
展
す
る
よ
う
後
継
者
を
つ

く
っ
て
、
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。

　

松
枝　

功
次
（
落
合
）

　
早
く
村
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
で
す
。

　

松
本　

瑞
希 （
落
合
）

　
復
興･

復
旧
の
迅
速
化
。
帰
っ
て
も

生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
。

　
　

本
田　

健
悟
（
落
合
）

　
村
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
、
小
さ
な
力

で
も
一
人
の
新
成
人
と
し
て
貢
献
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

花
井　
　

歩 （
野
川
）

　
子
ど
も
達
が
、
元
気
に
遊
べ
る
安
全

な
環
境
を
作
っ
て
欲
し
い
。

　

阿
部　

眞
澄
（
野
川
）

　
復
興
を
な
る
べ
く
早
く
し
て
欲
し
い
。

村
に
戻
れ
な
く
て
も
、
他
の
地
域
に

移
住
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

　

松
本　

将
人
（
野
川
）

　
復
興
に
向
け
て
、
前
向
き
に
進
ん
で

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
村
へ
ま
た
帰
り
、
少
し
で
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　

紺
野　

み
ゆ
き
（
広
谷
地
）

一
日
で
も
早
い
復
興
を
み
ん
な
で
目

指
し
た
い
で
す
。

　

松
枝　
　

晃
（
落
合
）

復
興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

松
本　

卓
也
（
広
谷
地
）

早
く
み
ん
な
が
元
の
自
然
豊
か
な
村
に
帰

れ
る
よ
う
に
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。　

松
本　

世
梨
佳
（
野
川
）

一
日
で
も
早
く
帰
村
出
来
る
よ
う
に
、
除

染
を
含
め
た
震
災
復
興
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

森
谷　

和
弘
（
上
葛
尾
）

震
災
の
復
興
、
復
旧
を
速
や
か
に
行
い
、

い
ち
早
く
帰
村
出
来
る
環
境
を
整
え
て
欲

し
い
。

　
　

阿
部　

北
斗
（
野
川
）

い
ち
早
く
帰
村
に
向
け
た
計
画
を
た
て
、

一
日
も
早
く
住
民
が
帰
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

林
業･

農
業
が
村
に
帰
っ
て
も
出
来
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。　

　

下
枝　

宏
通
（
夏
湯
）

若
い
人
た
ち
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

松
崎　

彩
香
（
落
合
）

早
く
村
に
帰
る
こ
と
が
出
来
て
、
皆
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
。　

　
　
　

松
本　

詩
帆 （
上
野
川
）

一
日
も
早
い
問
題
解
決
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　

松
本　

卓 （
下
葛
尾
）

一
日
で
も
早
く
村
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
で
す
。
復
興
に
向
け
て
み
ん
な
で

協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

松
本　

玲
音
（
落
合
）

活
気
の
あ
る
明
る
い
村
に
な
っ
て
欲
し
い
。

村
民
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興
活
動
を

し
て
、
一
日
で
も
早
く
ふ
る
さ
と
に
戻
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

福
島　
　

輝 （
上
葛
尾
）

新成人の 13年前
この頃のような、
自然に恵まれた村で

笑顔で再会できますように

問
東 北 福 島 年 金 事 務 所 024-535-0141 郡 山 年 金 事 務 所 024-932-3434
平 年 金 事 務 所 0246-23-5611 会 津 若 松 年 金 事 務 所 0242-27-5321
相 馬 年 金 事 務 所 0244-36-5172 白 河 年 金 事 務 所 0248-27-4161

【加入者は、職業などにより次の３つに分けられます】

第 １ 号
被保険者

日本国内に住所のある２０歳以上６０歳
未満の人で、学生及び自営業や農林漁業
を営む人等とその配偶者

第 ２ 号
被保険者

厚生年金保険・共済組合などに加入して
いる人
※６５歳以上の人は原則として第２号被
保険者ではありません。
　年金受給権のない人のみが第２号被保
険者となります。

第 ３ 号
被保険者

厚生年金保険・共済組合などの加入者に
扶養されている２０歳以上６０歳未満の
配偶者。
※届出が必要。

　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、「
20
歳
か
ら
60

歳
未
満
の
人
が
払
う
保
険
料
」＋「
国
庫
負
担
」

で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
役
場
ま
た
は
最
寄
り

の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※ 

20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入

中
の
方
は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国

民

年

金

か

ら

の

お

知

ら

せ
（5） 平成 25年２月

小学１年生
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確定申告が始まります！
日　時　２月１４日（木）～３月１５日（金）
場　所　葛尾村三春出張所　貝山事務所

　平成２４年分（平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までに生じた所得）の住民税の所得申
告、所得税納税相談の受付が２月１４日（木）から始まります。
　申告は、平成２５年１月１日現在、村内に住所のある方が、平成２５年３月１５日までに平成２４年中
に得た所得等について申告していただくことになります。
　また、今回の申告で、東京電力の賠償金については、精神的損害（月１０万円）および避難等経費にあ
たるものは非課税ですが、事業の減収、給与の減収等にかかる賠償金は課税対象となりますのでご注意く
ださい。
　申告の際には、東京電力の賠償金支払明細書および農協等からの支払明細書、印鑑を必ず持参ください。

◎　必ず必要　
○　該当があれば必要
△　就労不能賠償があるときは必要

必要書類
（平成 24年 1月 1日～平成 24年 12月 31日の間に
収入支出したもの）

給与 年金 事業
※１

農業 不動産 混在
※２

源泉徴収票 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

公的年金の源泉徴収票 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

東京電力の賠償金支払い明細書 △ △ ◎ ◎ ◎ ◎

農協からの賠償金支払い明細書 ◎ ◎ ◎

経費ごとに集計した領収書 ◎ ◎ ◎ ◎

医療費の領収書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命保険の支払明細書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地震保険の支払明細書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
で
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
（
割
賦
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。　

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
他
人
に
譲
り
渡

し
た
り
、
廃
車
し
た
場
合
に
は
、
３
月
末
ま
で
に
必

ず
運
輸
支
局
で
名
義
変
更
や
抹
消
登
録
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
に
は
元
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

役
場
等
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
、
自
動

車
検
査
証
の
住
所
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
運
輸
支
局
に
変

更
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
子
力
災
害
等
に
よ
り
一
時
的
に
お
住
ま
い
を
異

動
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
郵
便
局
へ
転
送
届
け
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

 

登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局　
　

　


０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
１
５

　

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　


０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
１
６

右
記
以
外
の
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と

　

福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　


０
２
４
４
（
２
６
）
１
１
２
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp/soso/shinko/

「
あ
な
た
の
自
動
車
は
正
し
く

　
　

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」

申　告　相　談　日　程

問　総務課　税務財政係　　 0247 － 61 － 2850

※前年分までの確定申告がお済みでない方は、前年分までの資料を準備ください。

地　　　　　区 受　付　日 時　　　間 会場 備　　　　考

夏 湯 2月14日 (木)

午前 9時～正午
午後１時～４時

※水曜日は行いませ
ん。

葛
尾
村
三
春
出
張
所　

貝
山
事
務
所

どうしても指定日に都合のつかない
場合は、指定日以外の日でも受付い
たしますが、割当行政区の方が優先
となるため、待ち時間が長くなる事
が予想されますのでご注意ください。

大 放 2月15日 (金)

岩 角 2月18日 (月)

大 笹 2月19日 (火)

野 川
2月21日 (木)

2月22日 (金)

上 野 川
2月25日 (月)

2月26日 (火)

上 葛 尾

下 葛 尾

2月28日 (木)

3月 1 日 (金)

広 谷 地

野 行

3月 4 日 (月)

3月 5 日 (火)

落 合
3月 7 日 (木)

3月 8 日 (金)

上記指定日に
来場が困難な方

3月12日 (火)
午前 9時～正午
午後１時～７時 大変混み合いますので待ち時間が長

くなりますが、ご了承ください。

3月13日 (水)

3月14日 (木)

最 終 日 3月15日 (金)
午前 9時～正午
（午前中のみ）

※１　事業・・・独立して仕事をしている方
※２　混在・・・上記表で２つ以上該当する方
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Information

（9） 平成 25年２月

お 知 ら せ Information

総

務

課

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム（
電
子
回

覧
板
）に
つ
い
て

　

す
で
に
配
布
し
ま
し
た
世
帯
以
外
の
方

で
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
希
望
す

る
方
は
、
総
務
課
総
務
企
画
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　

２
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　

※
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す

　

台　
　
　

  

数

　
　
　

約
15
台

　

配
布
対
象
者

　
　

 

平
成
24
年
10
月
１
日
現
在
、
葛
尾
村

に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
、
葛
尾
村

の
応
急
仮
設
住
宅
又
は
、
借
り
上
げ

住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方

問　

総
務
課
総
務
企
画
係

　


０
２
４
７―

61―

２
８
６
０

住

民

生

活

課

地

域

振

興

課

食
品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
測
定
結
果

に
つ
い
て

　

葛
尾
村
村
民
会
館
で
実
施
し
て
い
る
食

品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
の
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※この測定結果は、持ち込まれた農作物等をそのまま
簡易分析した結果であり、参考値です。村内で採れた
食物の摂取は控えてください。
※一般食品中の放射性セシウムの基準値は１００Bq
／ kg です。
※飲料水については、これまでに検査室に持ち込んで
頂いたものでセシウムが検出されたものはありません。

【 食品中の放射性セシウムの基準値 】
食品群 基準値（Bq/ ㎏）
飲料水 10
牛乳 50
一般食品 100
乳児用食品 50

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
よ
り
報

告
し
ま
す　

　

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
5

月
13
日
よ
り
村
内
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で　

92
頭

※
双
葉
郡
の
イ
ノ
シ
シ
に
は
摂
取
・
出
荷

制
限
が
出
て
い
ま
す
。
山
中
は
、
場
所
に

よ
り
高
い
放
射
線
量
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
村
内
で
の
活
動
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

品　　名 測定件数 検出件数 基準値超件数
(100Bq/Kg 以上 )

セシウム（134+137)の合計値
最小値 最大値

しいたけ（大） 1 1 1 4,790 4,790
しいたけ（小） 1 1 1 2,008 2,008

【測定年月日：12 月 1日～ 12 月 31 日】　 （単位：Bq/kg） ○
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
借
入
金
の
弁
済
に
お
悩
み
の
方

は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
被
災
ロ
ー
ン
減
免
制
度
）
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

① 

個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど
の
不
利
益

金
融
庁
と
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

問　

地
域
づ
く
り
推
進
係

　


０
２
４
７―

61―

２
８
５
０

を
回
避
で
き
ま
す
。

② 

国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

　

※ 

運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た
弁
護
士

の
費
用
に
限
り
ま
す
。

③ 

５
０
０
万
円
を
目
安
に
現
預
金
を
手
元

に
残
す
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

義
捐
金
等
は
、
５
０
０
万
円
と
は
別
に

手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※ 

被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の
個
別

事
情
に
よ
り
減
額
が
あ
り
得
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
」、
ま
た
は
お
取

引
金
融
機
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運

営
委
員
会　

　

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
�

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　


０
１
２
０―

３
８
０―

８
８
３

�
�

福
島
支
部

　
　


０
２
４―
５
２
６―

０
２
８
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

開
設
日
時　

 

平
日
（
土
日
、祝
祭
日
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

対　

象　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
お
よ

び
支
援
者
で
、
震
災
に
よ
っ
て
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
問
題
を
生
じ
て
い
る
方

�


０
２
４―

５
３
１―

６
５
２
２

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

予備自衛官補（一般・技能）募集

※なお、第１回で採用予定数に達した場合、第２回は実施し
ないことがあります。
問　自衛隊郡山地域事務所
　　　　　　　　０２４－９３２－１４２４

受付期間 第１回 平成25年４月３日（水）まで
第２回 平成25年７月16日（火）～平成25年９月30日（月）まで

採用予定数
（第１・２回の合計）

一般 約１００名
技能 約２０名

応募資格
一般 18歳以上34歳未満（自衛隊勤務１年未満の者も含む）

技能 18歳以上で保有する資格に応じ53～55歳未満
（自衛隊勤務１年未満の者も含む）

試験期日 第１回 平成25年４月12日（金）～15日（月）のうち指定する１日
第２回 平成25年10月12日（土）～15日（火）のうち指定する１日

浪江消防署からのお知らせ
空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です！

　『暖房器具の周りに燃えやすいものを置かない』
　『調理中はガスコンロから離れない』
　『寝タバコは絶対にしない』

　ちょっとした不注意や油断が火災を引き起こす原因となってしまいます。         　　　        
　火の取り扱いには十分に注意して、お出かけ前やお休み前に、もう一度
　火の元の確認をしてください！

寒い季節の急激な温度変化に注意！
　ヒートショックという言葉を聞いたことがありますか？
　室温の変化によって血圧が急激に上がったり下がったり、脈拍が早くなったりする状態のことを
いいます。これは寒い季節の入浴時やトイレの際に多く発生し、年間１万人以上の方が亡くなって
います。
　ヒートショックは、心筋梗塞や脳血管障害などの深刻な疾患につながる危険性があります。
　脱衣所を温めたり、急に熱い風呂に入らないなどの対策をし、家庭内での事故防止に心がけましょ
う。

問　（浪江消防署は川内出張所で業務を行っています）
　浪江消防署　富岡消防署川内出張所　　　 ０２４０－３８－２１１９

原子力災害現地対策本部へ要望書を提出しました

　１月 17日、村長および村議会議長から赤羽原子力災害現地対策本部長（経済産業副大臣）へ要
望書〈早期の復興に向けた各種支援について〉を手渡しました。
　内容は、村の復興と全村民での帰還を目指し、原発の早期安定化や徹底した除染（森林除染の方
針）、水の安全対策、営農再開できる環境などの復興に向けた各種支援についての下記 22項目です。
　村長は、これらの要望一つ一つに対し、村民が安心できるよう対応方針を示してほしいと求めま
した。

①原子力発電所プラントの安定
②完全な損害賠償の実現
③徹底した除染の実施
④水の安全・安心の確保
⑤森林の安全・安心の確保
⑥宅地等の安全・安心の確保
⑦農業・農地の再生
⑧工事廃棄物の処理
⑨住民の放射線の理解 
⑩仮設住宅の住環境の改善 
⑪災害公営住宅の整備
⑫既存住宅の復旧・復興
⑬既存企業の再生と雇用の確保
⑭ ふくしま産業復興企業立地補助金の予算拡充等
⑮ 福島県が実施する「絆づくり応援事業」の財源
確保

⑯ 福島復興再生特別措置法における課税特例の適
用区域の拡大

⑰最先端技術関連産業の集積
⑱道路網の整備
⑲医療機能を備えた高齢者福祉施設の整備
⑳広域インフラの整備
各種用地の整備
既存措置の継続

村長から赤羽本部長に要望書が手渡されました
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か
つ
ら
お
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

ウイルスが活動しにくい環境づくりとは？

　インフルエンザウイルスは高温・高湿度に弱

く、「寒い」「乾燥している」環境を好みます。

また、口や鼻、喉の粘膜は乾燥した空気で傷つ

きやすく、ウイルスや細菌が侵入しやすくなり

ます。そのため冬にインフルエンザが流行しま

す。

　ウイルスを防ぐ健康な粘膜を保つために、室

内を適正な湿度４０～６０％を保つことが重要

です。

日　時　　３月１日（金）
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　　三春町中妻地区公民館
対象者　　満 1～ 3歳のお子さんとその保護者
参加費　　無　　料 
　※参加される方は、事前に申し込みをしてくだ
さい。

　広いお部屋でお友だちと一緒に元気いっぱい体
を動かしましょう！

健
だ
よ
り

保

電子レンジを使って簡単にできる料理教室を
開催します。ぜひご参加ください！
時　間　　午前９時３０分～１１時３０分
　２月７日（木）　旧中郷東仮設集会所
　　　　21日（木）　西方浮貝仮設集会所　

電子レンジで楽チン♪
クッキング教室

今月の
あそびの教室

インフルエンザを予防しましょう !

戸籍の窓口（12月15日～１月14日届出分）

寄付金は、基金に積立て、有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
葛尾村では、ふるさと寄附金（ふるさと納税）を募集しています。
あなたの「ふるさと」  を応援してください！
　総務課　総務企画係　電話 0247-61-2860

次の方よりご寄付をいただきました。

ふるさと納税「がんばれ葛尾」応援寄付金

◆お名前

　平井　山王さま（兵庫県川西市）

　

｢

何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た

い｣｢

体
力
を
つ
け
て
健
康
づ
く
り
を
し

た
い｣｢

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
き
ゃ
…｣

と

い
う
方
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
い

い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

か
つ
ら
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
主
な
内
容

１ 　

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル（
フ
ッ
ト
サ
ル
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
）
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す

２ 　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
は
、
会
員
と

な
り
ま
す

３ 　

複
数
の
種
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す

問　

か
つ
ら
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
長　

　
　
　
　
　

中
島　

道
男

　


０
９
０―

２
２
７
９―

０
８
５
１

創
立
30
周
年
記
念

　
　

葛
尾
村
剣
道
錬
成
大
会　

　

葛
尾
少
年
剣
道
団
創
立
30
周
年
記
念

「
葛
尾
村
剣
道
錬
成
大
会
」
が
、
三
春
町

町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

葛
尾
少
年
剣
道
団
は
昭
和
57
年
１
月
に

公
民
館
事
業
の
剣
道
教
室
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

剣
友
会
と
剣
士
育
成
会
が
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
双
葉
郡
な
ら
び
に
、
三
春

町
周
辺
の
剣
道
団
、
11
団
体
約
１
１
０
名

が
参
加
し
、
松
本
貴
浩
団
長
が
選
手
宣
誓

後
、
個
人
戦
と
東
西
対
抗
の
勝
ち
抜
き
戦

で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
に
お
い
て
、
剣
道
団
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
感
謝

状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【葛尾村選手の結果】
　　小学生低学年　　３　位　半澤　早葉（野行）　　敢闘賞　松本　康聖（野川）
　　小学生高学年　　敢闘賞　半澤　寛太（野行）
　　中　学　生　　　３　位　松本　貴浩（広谷地）
　　一　般　　　　　準優勝　東海林　篤（野川）　３　位　紺野　直之（落合）・西崎　仁（野川出身）
　　　　　　　　　　敢闘賞　松本　徹也（上葛尾）・松本　和幸（下葛尾出身）
　（感謝状贈呈者）
　　元葛尾村剣士育成会長　松本　貴一朗（上葛尾）、元葛尾村剣士育成会長　吉田　二夫（大放）、
　　前葛尾村剣士育成会長　吉田　正市（落合）、剣友会指導部長　松本　智（野川）

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

　名　前　　　死亡日　　年齢　　行政区

金谷　林子　　12/19  　92 歳　　岩　角
松枝　　孝　　１/６  　77 歳　　落　合

ウイルスが活動しにくい環境づくりが重要です

こまめな部屋の換気を

　閉めきった部屋の空気は、冬の乾燥に加え、ウイルス

やほこり、暖房器具からの排気、私たちの呼吸などによ

り汚れています。

　かぜやインフルエンザにかかっている人がいる場合、

ウイルスが漂い、感染する可能性が高くなりますのでこ

まめな換気が必要です。

結露予防をしましょう！

　外気と内気の温度差が大きいと結露が発生します。

　窓ガラスや窓のさんの結露は、カビやそれ以外の細菌感染の原因となります。

　エアコンやヒーターの温度を適正温度の１８～２０℃に設定したり、結露が発生した場合はきれいな

タオル等で拭取りましょう！

１時間に１回、５分間、窓やド
アを全開にして、空気の入れ換
えをし通気を良くしましょう。

効果的な換気は…

湿度の保ち方として…

・室内にぬれたタオルや洗濯物を干す
・加湿器や霧吹きで水を散布する
・お風呂あがりにふたを開け放して、全室のドアを開け湯気を供給する

問　住民生活課　健康福祉係　　０２４７－６１－２８５０
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　ドイツベルリンから幼稚園の子供たちに、
チョコレートやクッキーなどのドイツ菓子と
木製のからくりおもちゃが届きました。
　皆さまからのご支援ありがとうございまし
た。

ドイツベルリンから幼稚園へ贈り物

●内容・・・血圧測定、体操、健康相談など
●鷹巣・西方・過足・中妻・場上田の方は送迎を行
いますので、当日午前１０時までご連絡ください。

 　葛尾村社会福祉協議会三春事務所
　　　　〒 963-7713 三春町大字柴原字柴原 80-1 　　　TEL　0247-62-8687　　FAX　0247-61-1022

気軽に集い、みんなで笑って楽しみましょう。
お誘い合わせの上、ご参加ください。

すこやか体操教室 サロン DE 笑ってみっ会

月　日 時　間 場　　　所

2 月 5日(火)

午後２時～

貝山仮設集会所

　　12日(火) 里内仮設集会所

　　19日(火) 狐田仮設集会所

　　26日(火) 中郷仮設集会所

開催日 時　間 会　場 お住まいの団地

２月 4日（月）

午後２時～

過足仮設集会所 過足

　　7日（木） 貝山仮設集会所 貝山 西方 鷹巣

　　14日（木） 狐田仮設集会所 狐田 過足

　　18日（月） 中郷仮設集会所 中郷 中郷東

　　21日（木） 里内仮設集会所 里内 中妻 場上田

　　25日（月） 鷹巣仮設集会所 鷹巣

2月
村の介護予防事業の一環として開催します。

※今月は田村市船引町移出身の語り部の方にお

越し頂き、懐かしいお話をご披露していただく

ことにしています。どこの集会所においで頂い

ても結構ですので皆さまお誘い合わせの上お越

しください。また、悪天候の場合は企画変更と

なる場合がありますのでご了承ください。

　三春町舞踏団体連絡協議会の皆さんが慰問にみどり荘
を訪れました。
　５日間にわたりスポーツ民謡、日本舞踊などをご披露
頂き、デイサービスの利用者は身振り手振りで踊り、楽
しいひとときを過ごしました。

「みどり荘」へ慰問

　

12
月
26
日
、
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
お
よ
び
三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
主
催
並

び
に
葛
尾
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
葛
尾

村
赤
十
字
奉
仕
団
の
協
力
に
よ
り
三
春
町

立
体
育
館
で
、「
葛
尾
村
の
子
供
達
と
の

交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
葛
尾
っ
子
は
つ
な
ひ

き
や
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ド
リ

ブ
ル
リ
レ
ー
な
ど
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま

し
た
。

　

昼
食
は
、
両
町
村
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
作
り
カ
レ
ー
や
ケ
ー
キ
が

振
る
舞
わ
れ
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
葛
尾
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、「
葛
尾
村
小
中
学
校
卒
業
を
祝
う
会
」
が
磐
梯
熱
海
の

ホ
テ
ル
華
の
湯
で
行
わ
れ
、
村
長
臨
席
の
も
と
小
・
中
学
生
・
保
護
者

等
約
１
０
０
人
が
晴
れ
の
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
先
生
方
が
作
成
し
た
思
い
出
の
写
真
ス
ラ
イ
ド
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
な
つ
か
し
い
校
庭
の
桜
や
運
動
会
、
遠
足
な
ど
学
校
生

活
の
よ
う
す
が
映
し
出
さ
れ
、
楽
し
か
っ
た
葛
尾
で
の
思
い
出
が
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。

　

村
長
よ
り
「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
仮
設
住
宅

や
借
り
上
げ
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
住

宅
が
狭
く
家
庭
で
の
学
習
環
境
が　

あ
ま
り
良
く
な
い
状
況
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
り
、
心
身
と
も
に
大
き
く

成
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
４
月
か
ら
は
上
級
学
校
に
進
学
し
た
り
中
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
故
郷
葛
尾
村
を
忘
れ
ず
、
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
卒
業
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
小
学
生

に
は
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
中
学
生
に
は
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
（
文ぶ
ん
ち
ん鎮
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

最
後
に
葛
尾
小
中
学
校
の
校
歌
を
出
席
者
全
員
で
歌
い
、
ふ
る

さ
と
葛
尾
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
磐
梯
熱
海
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
行

わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
広
い
リ
ン
ク
を
手
を
つ
な

い
で
滑
り
、
充
実
し
た
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

卒業記念品
　オルゴール

卒業記念品

　ペーパーウェイト（文
ぶんちん

鎮）

小 学 校

中 学 校
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手打ちそば交流会
葛尾そば石臼の会

　葛尾そば石臼の会の皆さんによる、手打ちそば
交流会が 12 月 30 日、中郷仮設団地で行われま
した。
　この日は、気温が低く、あいにくの空模様とな
りましたが、打ちたて、茹でたてのそば４００食
が振る舞われ、一足早い年越しそばに心も体も温
まりました。

　

わ
ん
ぱ
く
教
室
は
、
１
月

７
日
、
世
代
間
交
流
学
習
会

を
狐
田
仮
設
集
会
所
で
行
い

ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆

さ
ん
と
百
人
一
首
を
楽
し
ん

だ
後
、
七
草
が
ゆ
の
由
来
の

お
話
を
聞
き
、
今
年
も
健
康

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
大

根
、
ミ
ツ
バ
、
小
松
菜
な
ど

が
入
っ
た
温
か
い
お
粥
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
古
来
か
ら
の
遊
び

と
心
の
こ
も
っ
た
七
草
が
ゆ

を
食
べ
た
子
ど
た
ち
は
、
冬

休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

ソフトトイ（ぬいぐるみ）が贈られました
幼稚園

　

イ
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
よ
り
幼
稚
園
児
に
ソ
フ
ト

ト
イ
（
ぬ
い
ぐ
る
み
）
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
全
国
の
イ
ケ
ア

ス
ト
ア
で
「
ソ
フ
ト
ト
イ
を

東
北
の
子
供
た
ち
に
贈
ろ

う
」
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
大
き
な
着
ぐ

る
み
の
オ
オ
カ
ミ
君
に
最
初

は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

春の七草がゆをいただきました
わんぱく教室

仲良しになったよ
幼稚園

　

山
形
県
米
沢
市
か
ら

青
空
幼
児
園
た
け
の
子

園
児
の
皆
さ
ん
が
来
園

し
、
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

た
け
の
子
園
児
か
ら

た
く
さ
ん
の
大
き
な
ド

ン
グ
リ
を
頂
い
た
お
礼

に
、
色
と
り
ど
り
の
紙

テ
ー
プ
の
輪
で
作
っ
た

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

「
旭
き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
」
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

松
本　

明
儀
さ
ん
（
大
放
）

　

柳
津
の
皆
さ
ん
（
財
団
法
人
や

な
い
づ
振
興
公
社
）
が
12
月
26
日
、

地
元
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
そ
ば

を
無
料
で
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
三
春
町
貝
山
仮

設
集
会
所
に
は
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
心
の
こ
も
っ
た
会
津
の
そ

ば
を
味
わ
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

温
か
い
お
し
る
こ
や
、
採
り
た

て
の
白
菜
や
大
根
な
ど
の
直
売

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
次
々
と
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。 

人権擁護委員委嘱状交付
菅野好雄さん（下葛尾）

　

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が

福
島
地
方
法
務
局
い
わ
き
支
局

長
よ
り
、
菅
野
好
雄
さ
ん
（
下

葛
尾
）
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
を
払
い
、
人
権
が
侵
害

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を

受
け
、
被
害
救
済
の
た
め
に
適

切
な
処
理
を
し
ま
す
。
ま
た
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁

護
に
理
解
の
あ
る
人
を
村
長
が

推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
す
。

　

任
期
は
3
年
で
す
。

柳津町からそば振る舞い
　（財）やないづ振興公社

　

平
成
24
年
度
高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、
松
本

明
儀
さ
ん
が
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

叙
勲
の
対
象
と
な
る
の
は
、
永
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
、
功
績
が

顕
著
で
あ
る
高
齢
者
（
88
歳
以
上
）
の
方
に
お

く
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

松
本
明
儀
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成
11

年
ま
で
３
期
12
年
間
葛
尾
村
議
会
議
員
と
し
て
、

豊
富
な
経
験
と
強
い
責
任
感
の
も
と
議
会
活
動

に
参
画
、
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
、
統
計
調

査
員
等
に
携
わ
り
、
村
勢
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
長
い
間
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
職

務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
今
回
の
受
章
は
大
変
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

牛乳大好きだよ
わんぱく教室

　

わ
ん
ぱ
く
教
室
が
、
12
月
25
日
本
宮

市
の
東
北
共
同
乳
業
工
場
見
学
と
磐
梯

熱
海
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

工
場
で
は
、「
賞
味
期
限
と
消
費
期

限
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
る
の
で

す
か
？
」「
１
カ
月
の
牛
乳
製
品
の
生

産
量
は
、
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
」
な

ど
の
質
問
を
し
、
工
場
の
方
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
磐
梯
熱
海
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
か
ら
講

習
を
受
け
、
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。
リ
ン
ク
の
上
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
練
習
し
て
き
た
ダ
ン
ス
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
マ
ン
」
を
披
露
し
、

お
昼
ご
飯
を
一
緒
に
食
べ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。



平成 25年２月 （16）（17） 平成 25年２月

避難先をお知らせください
避難先住所を移動された方は、変更
があった日から 14 日以内に、住民
生活課窓口に届出をしてください。
　
　０２４７－６１－２８５０

団　地　名
測定時刻・地上高別線量（単位：μsv/h）

時　刻 地上１cm 地上１ｍ

貝 山 団 地 10：40 0.11 0.09

旧中郷小学校団地 10：55 0.10 0.11

狐 田 団 地 11：26 0.12 0.11

中 妻分館前団地 14：07 0.14 0.14

過 足 団 地 11：18 0.12 0.14

斉 藤 里 内 団 地 13：58 0.10 0.09

斉 藤場上田団地 13：52 0.15 0.14

鷹 巣 瀬 山 団 地 14：27 0.19 0.18

西 方 浮 貝 団 地 14：18 0.12 0.11

葛尾村の避難状況について

県 内 避 難 者

仮設住宅 810

借上住宅 528

親類宅等 75

計 1,413

県 外 避 難 者 102

計 1,515

平成 25 年 1月 15 日現在（外国人含む）

１日（金）幼稚園豆まき

　　　　あそびの教室（中公）

２日（土）葛尾小中学校学校説明会

　　　　（三春町まほら）

３日（日）大正琴(社協）

６日（水）パッチワーク教室（貝）

７日（木）幼稚園入園説明会

　　　　料理教室（東）

９日（土）民謡舞踊教室（社協）

13日（水）パッチワーク教室（貝）

14日（木）寿学級閉校式（狐）

　　　　糖尿病予防教室（中公）

16日（土）わんぱく教室閉講式（貝）

17日（日）大正琴（社協）

20日（水）パッチワーク教室（貝）

21日（木）料理教室（西）

27日（水）パッチワーク教室（貝）

28日（木）幼稚園お別れ会

２月は「北方領土返還要求運動全

国強調月間」です！

葛尾村三春出張所連絡先

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

22013
February

今月の行事

■三春の里事務所
 ［総務課 ( 税務財政係を除く )・議
会事務局・教育委員会・公民館］
〒 963-7722
　福島県田村郡三春町大字西方
　　　　　　　　　　字石畑270-1
 　0247-6 1-2860（代表）
FAX　0247-62-3966

■貝山事務所
［住民生活課・地域振興課・税務財
政係・出納室・農業委員会］
〒 963-7719 
　福島県田村郡三春町大字貝山
　　　　　　　　　字井堀田287-1
 　0247-6 1-2850（代表）
FAX　0247-62-0282

仮設住宅団地の放射線量
簡易測定器により測定（平成25年 1月18日） 

場　所 略
貝 山 仮 設 集 会 所 貝
過 足 仮 設 集 会 所 過
狐 田 仮 設 集 会 所 狐
斉 藤 場 上 田 集 会 所 場
旧中郷小学校仮設集会所 旧
西 方 浮 貝 集 会 所 西
斉藤里内仮設集会所 里
中 妻 集 会 所 中
鷹 巣 瀬 山 集 会 所 鷹
中 妻 体 育 館 中体
旧中郷小学校東集会所 東
中 妻 公 民 館 中公
社 会 福 祉 協 議 会 社協
三 春 町 体 育 館 三体
葛尾幼稚園三春分園 幼

2月 3日 三春病院 三春町  0247-62-3131

10日 かとうの内科クリニック 田村市船引町  0247-81-1388

11日 さいとう医院 小野町  0247-72-2500

17日 東部台こどもクリニック 田村市船引町  0247-81-2580

24日 雷クリニック 三春町  0247-62-6333

※受診の際は、健康保険証を持参してください
　　福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp/
　　田村医師会　http://www1.tma.or.jp/

h
ttp

:/
/
rad
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/
ja/
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2
0
7
/
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1
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平
成
24年

度
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
値（
葛
尾
村
）
№
13

1/10　
10：
09　

0.8μ
sv/h

1/18　
--：
--　
未
測
定

風
越（
K1）

1/10　
10：
00　

1.0μ
sv/h

1/18　
11：
01　

0.6μ
sv/h

中
平（
K2）

1/10　
9：
53　

1.0μ
sv/h

1/18　
10：
50　

0.6μ
sv/h

東
平（
K3）1/10　

10：
25　

0.5μ
sv/h

1/18　
11：
30　

0.4μ
sv/h

役
場
【
※
1 毎
日
計
測
】

1/10　
11：
27　

5.0μ
sv/h

1/18　
--：
--　
未
測
定

広
谷
地（
K6）

1/10　
11：
06　

9.4μ
sv/h

1/18　
13：
02　

5.5μ
sv/h

野
行（
K8）

1/10　
11：
00　

1.4μ
sv/h

1/18　
--：
--　
未
測
定

岩
角（
K9）

1/10　
10：
38　

1.3μ
sv/h

1/18　
11：
55　

0.9μ
sv/h

大
放（
K11）

1/10　
10：
50　

0.9μ
sv/h

1/18　
12：
14　

0.6μ
sv/h

大
笹（
K10）

1/10　
11：
44　

1.1μ
sv/h

1/18　
13：
39　

0.7μ
sv/h

仲
ノ
内（
K4）

1/10　
11：
50　

0.7μ
sv/h

1/18　
13：
51　

0.4μ
sv/h

湯
殿（
K5）

1/10　
11：
55　

1.2μ
sv/h

1/18　
14：
00　

0.7μ
sv/h

境
ノ
岫【
※
1 毎
日
計
測
】

1/10　
12：
00　

4.4μ
sv/h

1/18　
12：
00　

2.8μ
sv/h

柏
原【
※
２
 毎
時
計
測
】



平成 25年２月 （18）

公式ホームページ　http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録　http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電子メール　hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ
( 携帯用 ) はこちら→

葛尾村メールマガジン
の登録はこちら　→

●男　性 797 人（＋ 1）
●女　性 720 人（± 0）
●合　計 1,517 人（＋ 1）
●世帯数 471 世帯（± 0）

人の動き人の動き 平成 25 年 1月１日現在
（外国人含む）

村のようす
　1 月 16 日、前日から降り続いた雪で、村
は一面銀世界となりました。
　真っ白な雪で桜の木も寒そうでした。

　鷹巣瀬山団地では、住民の皆さんが集会所に集まり毎回さまざまな活動
を楽しんでいます。

　 毎週火曜日には、タオルなどを使った「おたすけ体操」で体を動かし
ています。　
　この体操は年齢に関係なく気軽にできるので、皆さんは火曜日が来るの
を楽しみにしています。

　また水曜日のパッチワーク教室にも参加し、オリジナルバックやウォー
ルポケット（ポケットがついている壁掛け）などをつくりました。パッチ
ワークのほか、紙のテープを幾重にも編んでつくるエコクラフトにも挑
戦、お菓子入れやくずかご、エコバックなどをつくりながら会話も楽しんでいます。

　男性はクロリティの練習に励み、大会では上位入賞を果たすなど積極的に取り組んでいます。

　これからも、いろいろなことに挑戦して皆さんと一緒に生きる楽しみをつくっていきたいです。

挑戦をする楽しみ
鷹巣瀬山仮設団地 VOL.9

皆さまからの情報や意見のご提供をお待ちしております。
（メール）hp@vill.katsurao.lg.jp
 0247-61-2850・0247-61-2860

　このコーナーは、仮設住宅や仮設店
舗、支え合いセンターの話題や避難さ
れている皆さんのコーナーです。離れ
ているひとりひとりの思いがつながり、
笑顔が絶えないよう“かつらお”の
文字をとり「なかまで　つながる　
みらいの　えがお」としました。
　多くの皆さんの元気な笑顔を届けた
いと思います。

公民館まつりに、作品
を出展しました。


